
 

 

 

 

 

  ｊａｖａに関係するシステム環境変数の編集を行う 

  ｓｅｔＯｐｅｎＪＤＫソフトウエア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年０３月１４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＯｒａｃｌｅがサポートするｊａｖａＪＤＫはバージョン８．０．２０１を最後に商用では 

   有償になりました。以降最新のＪＤＫを使用する場合、ＯｐｅｎＪＤＫになります。 

   しかし、ＯｒａｃｌｅＪＤＫはインストール時、システム環境変数も同時に変更できたが、 

   ＯｐｅｎＪＤＫでは、手作業になります。 

   手作業は 

拡張子（．ｊａｒ）の扱いをレジストリー変更 

  システム環境変数（ｐａｔｈ）変更 

 を行います。 

   本ソフトウエアは、手作業部分をバッチファイルで行えるようにしました。 

   OpenJDKのダウンロード 

    

   Zipファイルを解凍し、C:¥Program Files¥Java以下にコピーする。 

 

   本ソフトウエアでバッチファイルを作成 

 

   コマンドプロンプトを管理者モードで立ち上げ 

  C:¥CTR¥tmpに移動 

  setOpenJDK.batを起動 

 

   電源―＞再起動 

 

 注意 

  本ソフトウエアはｊａｖａ環境で動作します。 

  OpenJDKを使う場合、ｊａｖａの自動アップデートは外す。 

   

 

 

 

 

 

 

 



２．ｊａｖａ環境の確認 

  

 Ｏｒａｃｌｅ８．０．２０１で動作しています。 

  

 

  

 アイコンは、ｊａｖａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＯｐｅｎＪＤＫ変更バッチファイル作成 

 ｄｏｗｎｌｏａｄした を 

 C:¥Program Files¥Java以下にコピー 

  

 

 C:¥Program Files¥Java以下の holderを選択 

 

 

 

 



４．管理者モードでバッチファイルを起動 

  

 

 setJDK.batで動作する。 

再起動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．ＯｐｅｎＪＤＫの確認 

 コマンドで確認 

  

 

 

 

 

 アイコンがＲｅｄｈａｔに変わっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ｓｅｔＯｐｅｎＪＤＫソフトウエアを起動 

 C:¥CTR¥bin¥setOpenJDK.jarをダブルクリック 

 あるいは 

 ODFPoleFigureソフトウエアの ToolKit―＞SoftWare－＞Page(next2) 

  

  Redhat OpenJDK 

  

 

  


